
、楕神肇連1犀滞幼卑』ゐ治療豫育過稗φ研窄』

「その子ら しさ」 というこ．と をどみとらえるか
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　1研究目的
前回あ研究・，で1ま画厚鱒こ郷するも⑳蝉的

役騨亦て・鯖昧勲稼を示し規奪で物
舷龍の本勲御は画どりrひと？り騨もカ1墜
り初子らし≦肇てい奪紫手吻する坤吋
とじて位置づけられたよこの場合， ・「その子ぢし引∵ξ

いう語，または「その子らしさ」という藷が鍵概念とな

ることは書うま毫も1壕“ずしがし1 』前向め薪究匠お跡て

はこの鍵概念についてゐ考察が不＋分そあらだ。〕今画は

様たな発達遅滞奪郊づ勢児めで「そめ子らしさ』をど㊦よ

うなものとして把握し，・1』また援助するか∫ という問題を

考察したい。　　…　』』 ∵ ”1 　 汽

　H　l研究の前提』ξな蚤掌場

　教育とは人問を人間へと育てる，・総合的営みだどする

と， 当然それは価値の世界と，，，切り離しては考えられな’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
い。すなわち， ←人÷人の子どもを 「どのような人問』

へ育てよう とするのか訴というところに，教育に関与す

るものの価値観が必然的にがらんでくる。 そして，この
　　　　　　　　　　　　　じ

Tどのような人間に」 乏いった， 人間の在り方に関する

応値の世界は・・それを有する人摩帝誰申琴しう無考聯嗜

しろもっている人間観に強く影響されているら人間観と　

は，ある個人がそれまでのあ．らゆる経験を通／して身につ

けている，「人間とはどういうものであるか？」という

問いへのその人なりの立場である6そしてこれは観念で

はなく，その人が1 生きていく上での具体的な怨度ζし

て，意識的に、も無意識的にも表現されるものであるず㌧

　教育とは価値観と虚びっいたものであり， 価値観はそ

れを有する個人の人問観に左右されるものである以上ヂニ

教育に携わるものは自分の人間観とヤ）うものを明確にし

てお．く必要があるといえる。 教育に携わるものの人間観

姑，rその人が子どもと共に展開する教育現場の質萱前提

的に規定するものとなる。またそれは，1・現場研究の方法

・内容．》方向性をも規定する、ものとなるの矯ある。、

．；一 て筆者の人間観は人間学的実存的立場といえる。∫人

商紫と帰も碗町 r人師癒はどう殖こゆ！
を・働の畑細嬢脚舛ち糊卵ζして
ζダ≧ゆ尋麺瞬嚥碑あう湯響餌
これは学睡して・特に科学磯て壱ま嘩し∫．ヤ～蟹｝

が，人間をまさに人間とじで全体的に把握し』　「人間で

ある」と醗疹議と㊧意味を解明するこ苓を遣し，人間に

寄与する・というヰ場はぱ3きりして』》るg、丁日で言う

と，．燗の回復を纏繰，撫蒔と〔競場鰯
お渓㈱蜘ゆ，一・賄韓掬見の下鉢時碑

そ嘩融醸∫癖むよr蛾る嫁郷鰍
やち啓騨勲勲ら事物ど異骸咋勲過轡
ある磁 （乞 璽’F，馳e：妻F唯sof璽0哩！望12，・

であり「串己磯力1磯即甥噸樫マ嬰．を
もっ存在である乏1すち立場であるら　　　・1

換討砿課麟醸抑翻と1ま＝噸鍵幽
重∫という郎齢蓄諏脚としで（刺激塚応嫡
う観点からとら匿られ畜車なる宥機体とじででほ1なくγ

統」的ヂ全体的産解萌 じ宅㌧・とう老する立場でありジ ・そ

のために人間を人間だらしあている ところの奥存性に蒼

目する立場である。 ドニヤー、　 乙〆ド』 』「　　・ い、

　、さて，・こ のような立場にたって教育現場に臨むと 「人

間が人間を人問ぺと育てお」ということは，乙今1－1目 の前

にいる三あ争にとちてどう6うことを意味するのか・？現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　り　　　

在どんなことを私がすれば11

ごの子にとって， より真の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　入商商援助となるのか？そもそも1”今，・目の前のこの子

をどう了解したらよ⑩が、暦，協磯あキは何をして

おり， 何を感じ，・ 何をLたヤ｝之思ゑているのか、？という

問いに出会う。これらの聞い臨・この子にとうて何がよ

り人間的援助となるか』・人間としての；の子を理解する

・とをまどうレ・ うことカぢごと｝ぎう深、く．相互関連 した二っの問

いに集約され るらズ 　　ド』． ：、 ／、二．ゴi　l ：べくr、r

　この問いを教育現場を通して鯉明しょう之すると・〕研

究者（実践者でもある）．は従来より行動科学の中では棚

上げされてきた 「意識」・「主観的癖実」』というものと取

組まざるを得ない5そしてこの取絹みの方法論として現

象学的方法を採用するのであるるなぜなち嫁現象学の方
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法は「精神現象（mental　phenomena）を探求すること

であり・こ備襯象鱒柳酵的黙』（i卑鯉i鰹
experience）に現われる ま・まに藻求す1る］r4ドカ・らでおり

この方法には，「人間とは何かという聞いに対する答え

として，人間の主観的状態の探求が含まれ淀型』いるが．

らである。このように現象学的方法をとって，初めて，

人間学曝存的遡に立？碑者，は麺値碓界・蝦
的事実の世界と本質的に分離不能な教育とし誘営みを薪

究するごとができるのである。

　今回の研窄対零であるrその子らし劃、とヤ・ラ概念は

麻鰍う媒馳手勧中栃醜聴為⑫，砺
登・同榔して撰され硬舳範鰯り，磯外
き細卿とし破容』と瞭麹1挙多力㍉頴
に？㌧）て幣聯は融い？・、i∫、1、、二：τ、

、、、

”皿一 その子らしさ」をどうとらえるか』

　　　　　　
　ブ　 も

駄塵ゆ r塑芋らしざエ
』『’

子ギ終9い噸して鴨訂oO施麟初彫
俄喉紅を塗9は掛犀も劫咳りゆ轟
黛？た舞現摂タく、さ杵う。・Fゐ時紅偉や紅盗；1〔条め子も

し恩姻ゑ脚ゆる畔、もり雌（顛斧c勉醗

郷継馳瞬恥て蝸鞭融 う、9・、．

　これに対して，　「研とり研ζりの子ξ，も 魁1誌、りそ

り恥し煙駅好」 とレ・塒の1賭好鮎さ」
、ζ帆うりは，』斗 こでにひ之りゅとり吟子蔓、転④人籍

（導「SO昇ali咳纈して馳られて噂◎．

人格とそま牝 ：個悔も含めて 「あ多存雀を人間とレて成立

させている諸々の要素の全体」7，1のこ．缶である。にさらに

人格とは，ひとりひとりにおいてまったく独自」』一、個別の

ものであり ら理性と．して働きうるもの寄みり1全ての人

間に人間である以上， 必然的にそなわるどされる概念で

ある6、従づてレ計「ひとりひとりの子どもが，÷まわその子

ら婆繋ていく琵搬助する」 ということは，ぴと

りひとりの鷲聾鱒躰興騨すること漉し・
その子1どもの人格的成畏を援肺する“．という ご とにな

るる』さらに子どもの人格的成長を援助する，・ということ

壱まレその子ど』もが自らの人格を自覚するようにカを貸す

ことであり｝換言すると〆 自己尊重 r（se1卦est6εm）1．；自

己認識 （self－awaf面ess）； 自己決定～（もelf－decisioh）の

能力・自己と他人とに対する責任（τes加ゴsibUity’for

self加droth6rs）8≧』の能力といった人格の特徴を認識す

るごとを促進する1’ンとい1うことになる9。

　このようにlrその子も． しさ」・とい うものを入格とし て

』とらえる立場に立づと鶉曾のような発達遅滞・を伴らてい

るにせよ， ・その子にはその子なりの厳然としたざその子
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　らしさ」がそなわっていることがはっきりする。そして

・於桝鉾壁，く前塑麟騨を謙するという理性
　的働ぎ〉におい七尊ぱれるめそはなく，人格としてある

　という，まさにそのことによって尊ばれる。すなわち，

　人格の尊厳性は発達遅滞の有無にかかわらず，すべての

　子どもに共通のことなのである。

　　、また，すべての子どもを人格として尊重する，という

立場は・その子どもの内面に，その子自身の独自なもの

　であり，「他のだれも知り尽すことはできず，ある程度

　を超えて踏み込んで触れてはならない」ゆ内的世界の存

　在を認め・これを尊重しようとするよぞ・しセレとのよう

　に人格的に尊重されることを璋してのみ，人問が人間と

　レて成長する一人整的残畢一と恥うことが可能とタると

す破聯あ多・こ桝⑳融も隣達遅滞朔魏
無い砺という・こ融即酵冷磐齢がいぐつであ
弓か・ということ燗励く・・す苓ての子ど頓灘す

　るζ考えもれう。、

　　 ・レ《．精神癸達理滞幼児にぐ？て・「適庸」とは何か

　　適応と恥う機念は特殊教育の中で，従来ホり中心的テ

　←アの｝つである。 特に幼児期g學争．牙辺自ユー生活

　習慣の獲得ということが教育の実質的内容を占めること

　が多く見られる。この節では，精神発達遅滞をもつ幼児

　にとって，適応とはどうレ・．ラ、；≒窒悪味するの論・という

　ことを，人間学的実存的立場がち犬格性とめからみを踏

　まえて考察してみる。

　』→般に適応は心理学的には 「社会環境条件の変化に対
　し。 これに適合した心理的反応をなすよう，個人がみず

　からを変えていく 過程Jと して規定されるが， その目的

　とするところは， 「生体が環境条件の変化に対し，自分

　自身と しての生存を保持する」．ということセある♂すな

　わち， 子どもにとづての適応とぱ，ン「ある子どもが老あ

　手ε：己そ生ぎ漉みそじ・こために‘
自らの社会的環境の変

　化に対 して行なう自己調整作胴」ということになる。、

　　τところで，　「その子がその子として生きつづけていく

　たあ∫とはどういうことだろうか。人間以外の種であれ

　ぱ；「生体が自分自身とーしてのその生存を保持するためと

　いうことは，その個体の生物学的存続とそのための有機

　的要求を考えればよい。しかしレ』入間の場合は単に生物

　学的に存続し，また，そのために必要な諸要求を満た、し

　ていれぱそれで良い， とい．うこ どはない。入間とは何よ

　りも人格的存在であるゲ「その子がその子どして生き続

　けていくため」とは「その子が人格的存在と．して隼き続

　けるたあ」ということである。 こ1㌃r

　　もちろん人間は生物学的存在応もあり，社会的存在で

　もあるので，その生物学的適応一生物としての生命の維
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持，および祉会的適応一社会職能の維持一を無視する　人格的適応とは汀燗がその人繭存在を維持し存

ことは決してできないが，それのみではr人間として』続させるために・すなわち・まさに燗が人間として存

存続してレ、ることにならないのである．これが人間学的続するために，自己のお力軌環境との問に闘する活

実存的立場からとらえた適応ゐ本質である．　　動ーと麟することができる・灘ますなわち人格繊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長を志向した活動に他ならず，子どもにおいては，そΦ
　精神発達遅滞幼児の適応について考える時も，Fうし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子ら』しさの追求となるものである。適応という概念は，
・た観点が守られなければなら態つまり・轡纏子ども壱こおヤ、ゼをま本質的にrその子らしさ」の追求とい

滞幼児の適応とは，その生物学的・ 母会的適応を第一の

目的とするのではなく，
い楓その人格的適応を第一うことをこ鯨されるものだといえる・

　としなければならないので昂る。ひとりの子どもが・社　　　　　　　　　　　 〔拳考文献〕

会的規範や姻の働基勤ら外れる行競くり返すと　、）日本総合愛育研究所額第・蝶（1978）r㈱発達

部，訓蹴どによるr適応働」の形成を優先させよ　欄幼児の治鰍育過程の研究」太田茂循拗脚
うとせずに，まずその子の内雛界（これはその子の人　育の基本））

格性に通ずる）耀解しようとすること・そしてそ拶　2），3）小林純一：カウ跳リソグ臓一燗学的喫

　どうにも理解できないものであっても（むしろ理解でき　　　存的アブワーチの試み‘金子魯房（1979）

ないほうが多いのだが）・それを尊重しようとする態度
4），5）同上，P7

　を維持することが大切となるのである1耳1。　　　　　　　　6）現象学的方法を用い治療教育の現場研究をしたも砂

　上述の立場は精神発達浬滞児にとって・生物学的適応　　　として，以下を参照させられたい。日本総合愛育研究

　と社会的適応への配慮が必要ないと雷っているのではな　　　所紀要第10集（1974）～第14集（工978）漸収・精神発

　い。人間の適応という概念は，本質的には人格的適応と　　　達遅滞幼児の治療教育過程の研究。

　いう観点からとらえられる必要があり・日常の具体的配　　7）ジャック・マントワ，児童心理学50語，朝日出版社

慮もそこから醗しなけれ劇け㌃い・とする立駅あ　（1976）

　る。さらに，人間におい七生物学的適応と社会的適応と　　8）ここに記した自己尊璽以下の概念は，前掲の小林純

　人格的適応は並列すうも㊨ではなく，一種り層構造とし　　⊥「カウソセリソグ序説」を参考にしている。（P・

　て理解されるべきで，生物学的適応も社会的適応も人格　　　231）

　的適応のレベルで統合されるとするヰ場である。従つ　　9）重度の精神発達遅滞児にとり，人格の働きとしてこ

　て，人間においては，生物学的適応も，社会的適応も（社　　　うした認識をもつ二≧はかなり困難なことであるが・

　会的適応は生物学的速応を統合するものと考えられる）・　　全く不可能とは言えなy・。、幼少時から適切な環境に恵

　人格的適応への方向性をもつて揖導・翠育されるべきで・　　　まれるなら，少くとも十分な自己尊重感を持つこと溶

　社会的適応それ自体を本質的な目的とはなし得ない・と　　　できる。

　する立揚で為る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）小林，前掲書　P・232・
　　精神発達運滞児の適応の概念は，一般にこの祉会的適　　11）こうした態度が維持されていると・発達遅滞の著し

応のレベルに終始す礪向莇る．こ総上記の勲ら　い子どもとめ間臣こ・も・ある徽な燗翻騨形成さ

　みて誤っているだけでなく，本来，文化的社会的状況を　　　れ，その関係を璋し更その子が結果として適応行動を

　背景にして初めて具体化するr障害』を，その個人に全　　　身比っけることも多いみまた・具体的な適応行動が

　面的に押しつけ，r個人の属性そのものと，する見方をと　　　なかなか形成されなくて賜人格性を尊重しようとす

る，という誤った傾向をも生むのである．このために，　る鰍は湘手の子どもの離人離界綱す媚定

文化鰍会的状況を変化畜せ階」を軽減し解消して　的な感髄育てることに役立つであろう・そしてこれ

　いく，という努力はあまり顧られず，社会的弱者の立場　　　は，重度の精神発達遅滞を有する乳幼児にとうて，と

である繍発達遅瀦が一方的にr融脳応』の励　て．も有鰍なこと砺る・働⑫くは・燗φ最初
　を強いられる，ということが生じるのであ劉．　　の発翻題としてエリクソソ狸示した「基本的纐

　　鮒魏遅滞幼児樋応は，本質的に人駒適応とい　、感の獲得」に鰍していると思われるカ’らである・

　う観点から取組熱るべきことである．文化鰍会鰍 ・2）山下栄一・糖’b理学覗鱒的●人欝的識r

況との髄で棚的姓じてくるr障害」のみをこ目郷　芸林醗（・978）臆応について賠深い考察をして

われ，結果として社会的統を目的としてはう誤りは　・レ・る・本書は副題にあるように・燗学触鋤徽

　避けなければいけない。　　　　　　　　　　　　　　　　育心理学を見直している本である。
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